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文序

昭和 52年の金の尾遺跡の発見以来、今回で発掘調査はすでに

5回を数え、今年で丁度発見 20年目にあたります。この間、数

回におよぶ調査が行なわれ、多くの成果が得られました。

『金の尾遺跡』は、山梨県における弥生時代の代表遺跡として

県内外にその名は広く知られるところとなっております。

今回の発掘調査は、町営泉尻団地の建設事業に先立って行なわ

れたもので、広大な遺跡範囲の東南部分に位置をし、新たな発見

に期待が寄せられました。その結果弥生時代末期と考えられる壺

棺が埋葬当時のままで発見をされました。その姿は、大型の壼に

笠のような蓋を被せたもので、この形態は本県初例と聞いており

ます。また、発見されました遺構・遺物の多くは平安時代のもの

で、金の尾一帯が縄文から平安まで脈々と生活が営まれた安定し

た土地であったことも判明いたしました。今回得られました資料

をもとにさらなる研究が進みますことを期待いたします。

遺跡の所在します大下条地区は、現在もっとも開発が進んでい

る地域であります。文化財保護と地域開発といった狭間のなか、

大切な文化遺産を守り、調和のとれた地域福祉を行なうことが私

達に課せられた責務と考えます。

最後に、今回の調査に際しまして、ご指導、ご協力いただきま

した関係各位に心からお礼を申し上げ序といたします。

平成 9年 3月

敷島町教育委員会

教育長
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例    言

1,本報告書は、山梨県中巨摩郡敷島町大下条に所在する金の尾遺跡の発掘調査報告書である。

2.本調査は、町営泉尻団地建設工事に先駆けて行なわれた発掘調査である。

3.平成 8年 (1996)5月 に試掘調査を行い、この結果を踏まえて発掘調査は、平成 8年 8月 8日 より同年
11月 30日 まで行なった。また、平成 8年 12月 より平成 9年 (1997)3月 までの間、整理作業、報告
書作成を行なった。

4.発掘調査にあたった組織は、次のとおりである。

調査主体者  敷島町教育委員会

調査担当者  大蔦正之 (敷島町教育委員会生涯教育課社会教育係)
調査事務局  敷島町役場建設整備課管理係

5。 本書の執筆、編集は大蔦正之が行い、遺物実測、 トレース、拓本、図版作成については敷島町文化財調査協

力員である飯室、石川、長田、小林、高添、関本の諸氏の協力を得た。遺構、遺物の写真は大鳥が撮影し、遺

物の一部を森原明廣氏、遺跡の一部を株式会社フジテクノが行なった。

6.壺棺の上壌については、株式会社パリノサーベイに委託し、科学分析を行なった。

7.第 4章は、株式会社パリノサーベイによる、分析結果である。

8。 発掘調査ならびに報告書作成にあたり、次の方々、機関よりご指導、ご協力を戴いた。ここにご芳名を記 し

て、厚く謝意を申し上げる。

出月洋文,中山誠二 (山梨県教育委員会)、 坂本美夫,新津 健,小野正文,森原明廣,保坂和博,笠原
みゆき(山梨県埋蔵文化財センター)、 末木 健 (山梨県立考古博物館)、 畑 大介 (帝京大山梨文化財研
究所)、 佐野 隆 (明野村教育委員会)、 井上 勉、県埋蔵文化財センター、山梨県建築住宅課、甲府土木
事務所、池谷建材店  (順不同、敬称略)

9.発掘調査、整理作業参加者 (敷島町文化財調査協力員)

浅川松子、飯室久美恵、石川弘美、長田由美子、尾澤玉枝、小林明美、三枝延子、末松福江、関本芳子

高添美智子、近浦正治、保坂広昭、保延 勇  (敬称略)

10。 本遺跡の出土遺物及び、調査で得られたすべての記録は一括して敷島町教育委員会に保管してある。
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例凡

1.本報告書の挿図にあるスクリーントーンの内容は以下のとおりである。

塁書文字 内黒土器を示す 媒付着痕を示す

2.遺構平面図中にある・ は、遺物出土地点、数字は、土器番号を示す。
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は に

敷島町の最南端、 」R中央本線竜王駅北側一帯に広がる金の尾遺跡については、過去の発掘調査の成果によつ

てその性格が多 くの人々に知 られている。調査回数はすでに 6回を数え、遺跡の時代 も縄文前～後期、弥生後期、

古墳前期、平安中期の遺構が発見されている。

近年、町南部の市街地において開発に先立つ大規模な発掘・試掘調査が多 く行なわれている。この調査の結果、

新資料の発見が相次ぎ従来の盆地北西部における歴史認識を再考せざるを得ない状況となっている。従来縄文、

弥生とされてきた同遺跡の時代も4次調査によって古墳が、 5次調査によつて平安の遺構がそれぞれ発見された。

このことは、断続的ではあるが各時代の人間の営みが確認されたことによって、この地域が生活をする上で条件

の整った場所であったということになる。

金の尾遺跡は、主に弥生時代を代表する遺跡として者名であるが、各時代の遺構が発見されたことによって扇

状地における歴史環境の復元も僅かではあるが可能となり、遺跡全体の重要性が益々高 くなってきている。

今回の第 5次調査は、町営泉尻団地建設に先立って行なわれた発掘調査である。平成 8年 5月 に行なった試掘

調査によって縄文土器片や 9世紀後半の土師器郭などが出土 し、同年 8月 より11月 までの間本調査を行なった。

調査面積は約 2200r、 調査された遺構は平安時代中期の住居跡や弥生時代末の土壊などである。特にこの土

損からは、壺に蓋を被せた状態の棺が出土 している。

金の尾遺跡は、東西 300m、 南北 400mの 広銅囲に渡り、且つ、すでに宅地化が進み計画的に調査を行 う

ことが困難な状況にある。このため、調査Tよ開発に伴 う事前調査が主で調査箇所は虫食いの状態になってしまう。

今回の 5次調査は遺跡の東端に位置し標高 283mを 測る。

第 1章 遺跡をとりまく環境

1.遺跡の立地と地理的環境

遺跡の所在する敷島町は、甲府盆地の北西端部に位置し、県都甲府市の西方に隣接する。町域は南北約 1 5km、

東西約 4 kmで、南北に細長い帯状を呈している。町の北部は太刀岡山など茅ケ岳・黒富士火山によつて形成され

た千m級の山々が点在する山岳地帯である。また、町の南部は奥秩父山系の金峰山に源を持つ荒川によつて形成

された扇状地域となっている。町域の北部約 8割が山間地帯、南部の約 2割が扇状地 (一部丘陵地)で ある。 こ

の扇状地上に市街地が広がり、また、多くの遺跡も分布している。

金の尾遺跡は、敷島町東部を南流する荒川によって形成された扇状地の扇央部分に位置し、荒川右岸の自然堤

防上に営まれた遺跡である。遺跡西方には敷島、双葉両町にまたがる道尾山に源をもつ小河川の貢川が南流し、

遺跡南端において東に流れの向きを変える。また、遺跡の東側には南北に河川の痕跡が認められる。これは過去

において数度となく水害を青らした荒川の跡と考えられる。このことから、過去においては、丁度北方を除いた

三方を河川に囲まれた状態で遺跡が存在していた時期もあったことになり、地形的に微高地上に形成されていた

ことがうかがえる。

めじ
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2.遺跡周辺の歴史的環境 (第 1図 )

遺跡が位置する敷島町は、北部の山間地域と南部の扇状地域に大別できる。南部においては一部黒富士火山等

によって形成された台地が南北に延びる。

敷島町が属する中巨摩郡東部は、富士川の左岸に位置する。堤防遺跡として知られる「かすみ堤」が構築され

る以前は、この川の氾濫によって度重なる災害を受けてきており、遺跡の数も極めて少ない状況である。このな

かにあって敷島町は扇状地の扇頂部分に位置し、尚且つ、町西隣には茅ケ岳・黒富士火山によって形成された通

称赤坂台地があることから富士川による大規模な水害跡はみられず、比較的遺跡の多い地域と言えよう。むしろ

町東部を南流する荒川の影響が強くみられる地域である。

金の尾遺跡の範囲は、推定で東西 300m、 南北 400mを 測り甲府盆地内に営まれた遺跡としては比較的規
模の大きい遺跡である。市街地の中心に位置するため、学術的あるいは大規模開発などによる計画的な調査は困

難である。現在までのところ、虫食い状態ではあるが 6回にわたって調査が行なわれ徐々に遺跡の全容が判明し

てきている。便宜上 1回 目の調査を 1次調査とし、調査順に数字を付すこととする。

5次調査地点の南西側において行なった 1、 3、 4次調査では、弥生時代を中心とする規模の大きい集落跡、

墓跡が発見されている。これまでのところ縄文前期末の十三菩提式期や中期の勝坂期の住居跡や土坑、遺物が、

また、弥生時代後期に営まれた集落とこれらに伴うと考えられる周溝墓群が調査され、その数は、住居跡 33軒、

周溝墓跡 26基を数え、山梨県における弥生時代研究の重要な位置をしめる遺跡となっている。
古墳時代に入ると、山梨県では甲府盆地南東部に位置する東八代郡を中心として岡銚子塚古墳など大型の前期

古墳が築造される。その後曽根丘陵、笛吹川一帯にかけて多くの古墳が構築され、濃厚な分布が認められる。金

の尾遺跡の位置する甲府盆地北西部周辺での古墳の築造は 6世紀に入ってからである。遺跡の北東、荒川対岸の

甲府市千塚にある6世紀後半の加牟那塚古墳や同市湯村の万寿森古墳など所謂千塚古墳群や遺跡西方には双棄町

双葉 1号墳や竜王町中株塚古墳に代表される7世紀前半の赤坂台古墳群が存在する。敷島町はこれら古墳群の中

心に位置するが、田畑の開墾整備などによって数基の古墳が消滅 し、現在は2基の円墳が残るだけとなっている。

この時期の集落遺跡としては、遺跡北方約 500mの 御岳田遺跡、北東約 800mの 松ノ尾遺跡があげられる。
御岳田遺跡は古墳前期、松ノ尾遺跡は古墳後期の集落であるが、両遺跡とも小規模なものである。

遺跡の北西約 2.2 kmに は県内最古の窯跡として著名な天狗沢瓦窯跡が存在する。 7世紀後半に位置付けられ

る3基の登り窯を有し、県内初見の意匠を持つ中房蓮子 1+6の素縁、有段縁 2種の素弁八葉蓮華文鐙瓦や男、
女瓦などが出土し、本県古代史上重要な遺跡である。現在までのところ需要先である遺跡は発見されていない。

遺跡北東約 800mに ある松ノ尾遺跡は平安時代前期後半から後期を中心とする集落遺跡である。これまでの
ところ古墳後期住居跡 5軒、平安中、後期住居跡 12軒が発見され、空白であった盆地北西部の平安時代史に好

資料を提示する遺跡となった。また、本遺跡からは県内初例の 11世紀末から12世紀のものと考えられる銅製

阿弥陀如来坐像が 2躯出土し、内 1躯には鍍金が施されていた。この地域は、鎌倉時代に京都松尾大社の荘園で

あったことが古文書に記されており、時代背景的なことから、この仏像も荘園領主に関係する遺物と考えられる。

金の尾遺跡周辺は以上のように山梨県史における各時代の重要遺跡が点在する特異な地域といえよう。
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第 2章 遺 構 と 遺 物

1住 居 跡

金の尾遺跡における遺構は、住居と土坑とに大別できる。住居軒数は3軒で、すべて平安時代中期、10世紀第

1、 2四半期に位置付けられるものである。

1号住居跡

位置・概要

形状・規模

カマ ド

遺 物

(第 3図、図版 1)

本住居跡は、H-9グ リットに位置する。住宅浄化槽によって住居の南東コーナーは壊されてい

た。遺跡も含め周辺地域は、夏季の間地下水が高くなるため遺構内堆積上には砂粒、雲母、 2 mm前

後の小石が多く看取された。

平面形は東西3.5m、 南北3.2mの方形を呈す。壁の残りは悪 く、現存からでは緩やかに立ち上が

ると思われ、高さは平均10cmを測る。住居中央に直径40cm、 深さ25cmの穴跡がある。四方の柱穴は

発見されていないため中央の穴が柱穴であるかは不明である。

調査の結果、住居南東部分において堆積土中より若子の焼土が確認されたがカマド施設は認めら

れなかった。住居南東コーナーにおいて破壊された箇所があるため東壁南側に設けられた可能性も

考えられる。

1は土師器郭で、回径11.4cm、 器高4 3cm、 底径5。 3omを測る。胎土はキメ細かく、級密で全体に

赤色粒子、少量の雲母を含む。色調は茶褐色を呈し、焼成は良好で体部内面に横方向の暗文、体部

外面下半に斜めヘラ削りを施す。底部は糸切り後、ヘラ削りをし、更に「井」の線刻が有る。

2は土師器界で、推定口径1lca、 器高3.85cm、 底径5.5cmを測る。胎土はキメ細かく、赤色粒子を

含む。色調は茶褐色を呈す。焼成は良好で、内面に放射状暗文、口辺部は横ナデ仕上げ、体部外面

下半は斜めヘラ削り、底部はヘラ成形である。

3は土師器堺で、推定回径13.2cm、 器高5.4cm、 推定底径7.3cmを 測る。胎土はキメ細かく、赤色

粒子を含み、長石を少量含む。色調は茶褐色を呈す。焼成は良好で横ナデ仕上げを行なった後、内

面に放射状暗文を施す。底部に墨書痕有り。

S PA

L282,600                                翌

第 3図  1号住居跡

― H―

l号住居跡

①黒欄色。粘性弱 締まりあり。
今体に1～ 2n耐の小石及び徹■の金要,を 含む。



時 期

4は土師器皿で、日径13.5cm、 器高2.5cm、 底径 6 cmを測る。胎土はキメ細かく、赤色粒子、小石

を含む。茶褐色を呈し、焼成は良好で、内面に横方向の暗文が有り、内面体部に段を持つ。

5は土師器皿で、推定口径12.8cm、 器高2.8cm、 底径5.2clllを測る。胎土はキメ細かく、赤色粒子、

小石を含む。色調は茶褐色を呈し、焼成は良好で内面に横方向の暗文が施される。口辺部は厚みを

持ち、外面体部下半に帯状のヘラ削り有り。外面体部に「平」の墨書がある。

6は土師器皿で、口径14.4clll、 器高3.2cm、 底径4.5cmを 測る。胎土はキメ細かく緻密で、赤色粒

子を含む。色調は茶褐色を呈す。焼成は良好で、内面に渦巻き状暗文が施され外面体部下半に
ヘラ

削りが一周する。体部に「栗」もしくは「粟」とも読める墨書が有る。 (註 1)

7は土師器皿で、日径14.8cm、 器高3.2cm、 底径 6 cmを測る。胎土はキメ細かく赤色粒子、小石を

含む。色調は茶褐色を呈し、焼成は良好、日縁部は横ナデ仕上げで、外面下半に
ヘラ削りが一周す

る。

土器などから10世紀第 2四半期。

第 4図  1号住居跡出土遺物

-12-
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S.PA

282,200                                             s.PA

第 5図  2号住居跡

2号住居

①黒灰色。粘性強、締まり強6
全体に_EIW・を合む。所々に明灰色の砂粒塊、
焼土塊、炭化プロックを合む。

0~~~~~~L~~___ィ m
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第 6図  2号住居跡出土遺物

2号住居跡 (第 5図、図版 3)

位置 。概要  本住居跡は、B-4、 C-4グ リットにまたがって位置する。 1号住居跡と同じく堆積上には雲
母、砂粒が多く含まれ、一部に明灰色の砂粒塊を含む。南西コーナーは円形に攪乱されている。遺

物は住居北東部において集中して出土している。

形状・規模  平面形は東西3.2m、 南北34mを測り、方形を呈す。壁は平均13cmを測り、 1号住居同様残 りは

良くない。柱穴は確認されなかった。

カマド    住居北東部の堆積土中に比較的広範囲にわたって焼土は認められたが、カマドは確認されなかっ

た。土器の出土状況や焼上のことから、東壁北側にあった可能性も考えられる。

遺 物    1は 土師器郭である。日径1lcm、 器高4 7clll、 底径4.9cmを 測り、胎土はキメ細かく緻密で、少量
の赤色粒子を含む。色調は淡茶褐色で、焼成は良好である。内面に放射状暗文、体部の下半に斜め

ヘラ削りが認められる。

2は土師器郭である。日径11.5cm、 器高4.3cm、 底径5.5cmを 測る。胎土はキメ細かく緻密で、少

量の赤色粒子を含む。色調は淡茶色を呈す。焼成はややあまい。内面に放射状暗文、日辺から口縁

にかけて横ナデ仕上げ、外面体部下半に斜めヘラ削りが認められる。

3は土師器郭である。推定回径13.2cm、 器高5。 lclll、 底径5,8cmを 測り、胎土はキメがやや粗 く、

赤色粒子を含む。色調は淡茶褐色を呈し、焼成は良好である。内面底部はやや剥離が目立ち、口辺

-14-



時 期

S PA

_ミ皇92,70o

部は横ナデ仕上げ、外面体部下半は斜めヘラ削りが施される。

4は土師器皿で、日径13,7cm、 器高 2 cm、 底径4.8clllを測る。胎土はキメやや粗く、長石を少量含

む。色調は茶褐色を呈し、焼成は良好。内面体部から口辺部にかけて凹段を有し、外面下半にヘラ

削りが一周する。

5は土師器皿で、推定回径14.8cm、 器高3.lcm、 底径6.2cmを 測る。胎土はキメ細かく、色調は茶

褐色を呈す。焼成は良好で、日辺部は横ナデ仕上げが看取できる。外面下半にヘラ削りが一周する。

6は土師器鉢である。日径17.lcm、 器高6.3cm、 底径7.lcmを 測り、胎土はキメ粗 く、赤色粒子、

雲母を含む。色調は、外面茶褐色、内面淡茶を呈し、焼成は良好である。内面に放射状暗文、底部

に削り出し高台が有り、ロクロ回転は右。

土器などから、10世紀第 2四半期と考えられる。

聾

く
出
回

暦|

第 7図  3号住居跡
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3号住居

①黒褐色。粘性弱。

砂粒、雲母を合む。5～ 8clnの小石を多量に合む。

0          1m



3号住居跡 (第 7図、図版 5)

位置・概要  3号 住居跡は、グリットE-10、 F-10にまたがって位置する。堆積土は砂粒、 5～ 8 cmの小石

を多く含み、雲母を少量含む。調査区北側の 1号住居西隣に位置する。

形状・規模  平面形は東西2.9m、 南北3.lmの方形を呈す。壁は 1、 2号住居同様残りは悪 く、高さは平均10

cmで、北壁にいたつては僅か 4 clllを残すだけとなっている。柱穴は確認されなかった。

カマ ド    住居北東壁付近において、覆土中に約50cm四方にわたり焼土が発見されたが、カマ ドは確認され

なかった。この焼土付近にカマドが設けられていた可能
ll■が考えられる。

遺 物    1は 土師器堺である。推定口径10.2cm、 器高4.lcm、 推定底径4.6cmを 測り胎土はキメ細かく緻密

で、赤色粒子が少量含まれる。色調は茶褐色を呈し、焼成は良好で、内面に放射状暗文が施され
る。

2は土師器郭である。日径11.lclll、 器高4.lcm、 底径5.3cmを 測り、胎土は体部から底部にかけて

キメ粗く、雲母を少量含む。色調は明茶褐色を呈し、焼成は良好である。内面に放射状暗文、日辺

部は横ナデ仕上げが認められる。また、一部口辺から口縁部にかけて、煤痕が看取される。

3は土師器甕の底部である。底径8,7clllを測り、日径、器高については不明である。胎土はキメ

粗く、金雲母を多く含む。色調は暗茶褐色を呈し、焼成は良好。内面に横方向の
ハケロがあり、ヘ

ラによると思われる成形痕が看取される。底部に木葉痕有り。

4は土師器皿で、口径13 5cm、 器高2,7clll、 底径5.6cmを 測る。胎土はキメ細かく緻密で、赤色粒

子、雲母を少量含む。色調は茶褐色を呈し、焼成は良好である。内面に渦巻き状暗文を施し、
口辺

部は横ナデ仕上げ、外面下半にロクロ回転による帯状
ヘラ削り、日辺部に「爪」の墨書がある。

5は土師器皿で、日径13.3cm、 器高2.35clll、 底径9.5cmを 測る。胎土はキメ粗く、微量に金雲母を

含む。色調は茶褐色を呈し、焼成は良。

6は土師器皿で、推定回径14.4cm、 器高2.55cm、 推定底径7.8cmを測る。胎土ぃキメ細かく、赤色

粒子が含まれる。色調は淡茶色を呈し、焼成は良好、日辺部は横ナデ仕上げ、内面体部から見込
み

部はヘラ磨きが看取される。

時 期    土器などから10世紀第 1四半期。

-16-
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第 8図  3号住居跡出上遺物
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2 土  坑

1号上坑 (第 9図、図版 7)

位置・概要  1号 土坑は、G-6グ リットに位置する。堆積土層は 3層からなり、いずれも砂粒を多く含み、

金雲母を少量含む。住居跡同様地下水等の影響を受けている。

形状・規模  長形 1.5m、 短形1,3mの ほぼ円形を呈 し、深さ20cmを測る。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立

ち上lがる。

遺 物    1は 土師器壼の底部で、底径8.lcmを 測る。胎土はキメ細かく石英、金雲母、長石を多 く含み、

色調は灰茶色を呈す。焼成は良で内面にハケロ、底部に貼付けの台を持つ。

2は土師器壺又は、甕の体部である。キメ粗 く、色調は外面灰褐色、内面茶褐色で小石、長石を

含む。焼成は良で内面にハケロ、外面剥離面より輪積痕が看取できる。

時 期    明確にはできないが、土器から古墳時代と考えられる。

2号上坑 (第 10図、図版 7)

位置・概要  2号 土坑は、G-3グ リットに位置する。堆積土層は 2層からなり、 1号土坑と同じく砂粒層で

ある。遺構時期は不明。

形状・規模  長径1,8m、 短径06mの長方形を呈 し、深さ46cmを 測る。底面は平坦で、壁は角度をもって立ち

上がる。

遺 物    土師器甕の口縁と考えられる。推定口径18.5cm、 小石を含み、暗茶色を呈す。焼成は良で、全体

イこ磨きが施される。

3号土坑 (第 11図、図版 7)

位置・概要  3号 土坑は、E-9グ リットに位置する。堆積土層は 2層からなり砂粒、雲母を多く含む層であ

る。遺物は出土せず、時代は不明。

形状・規模  長径1.6m、 短径14mの円形を呈 し、深さ40cmを測る。底面は弧状で、壁は緩やかに立ち上がる。

4号土墳墓 (第 12図、図版11)

位置・概要  4号 土壊は、D-11グ リットに位置する。堆積土は 1層で、砂粒、雲母を含む。周辺は15cm前後
の花南岩の礫層を含む黄色砂粒層で、遺構はこの層を掘窪めて造 られている。壺棺は土娯のほぼ中

心部に立位の状態で埋葬されていた。

形状・規模  長径16m、 短径1.5mの 円形を呈 し、深さ56cmを測る大型の上壊である。底面は弧状で、壁はや

や角度をもって立ち上がる。

遺 物    本土墳からは状態の良好な壺棺が出土 した。壺棺は口縁を欠いた大型の壼に蓋を被せた立位の状

態で土壊中心部より出土 している。

壺     土師器で頸部より上部を欠損 しているが、欠損部分の値は径21cm、 器高46.8cm、 底径 14.7cm、 最

大径は体 (胴)部にあり、45cmを 測る。胎土はキメ粗 く、砂粒、小石を多 く含み、色調は茶褐色を

呈す。内面全体に横方向のハケロが施される。

蓋     蓋は、専用に作られたものではなく、土師器壺もしくは甕の底部から体 (胴)部にかけてやや立

ち上がった部分を欠いて、蓋に転用 したものである。このため底部が蓋の上面になる。計測、説明

部位の表現はこの名称を用いる。

底径19.6cm、 器高 (底部から欠損部まで)H.2cm、 欠損部径44cmを 測る。胎土はキメ粗 く、砂粒、

小石を多く含む。色調は茶褐色を呈 し、焼成は良好である。外面体部下方に縦方向のハケロ、内面

-18-
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各土坑 土層説明

1号土坑

①果色。粘性、締まり強。

②黒色。粘性、締まり弱。

砂粒、金雲母を多く含む。

③茶褐色。粘性、締まり弱。

砂粒多く、金筆母を少量合む。

2号上坑

①暗灰色。粘性弱、締まりあり。

全体に砂粒を合む。

②黒色。粘性、締まり強。

雲母を少量合む。

3号土坑

①畢茶色。若占性強、締まり弱。

砂粒、雲母、小石を合む。

②茶褐色土。粘性、締まり弱。

砂粒及び2～夕cmの 小石を少量含む。

4号上坑

①果色。粘性、締まり強。

砂粒、金雲母を含む。

5～ 20cmの礫を全体に合む。

L282,200

L282,600

第11図  2号土坑

0~~~~~ユ
~~~__ィ
n

0~~~~~L~~~_ィ m

第10図  1号土坑出土遺物

第12図  2号上坑出土遺物

＼〇

第 13図  3号土坑
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壷

に横方向のハケロ、底部はナデ仕上

げが施される。

安定を保つために、壺棺の下には

径 7 cm前後の小石が直径40cmの 円形

状に敷き詰められていた。

弥生時代末

壷本体と蓋との間には、一部約2

5cmの隙間がある。 この隙間は土に

よって覆われ、その他は密着した状

態であった。棺内部は約 7 cmの厚さ

に上が堆積していた。堆積土を上中

下の各層に分けて観察すると、上層

は 1～ 1.5cmの玉状になった土が覆

い、中層では土塊が l mm前後の粒子

となる。下層部に至り、土は微粒と

なり、金雲母が少量看取された。ま

た、中層から下層にかけて、骨片と

思われる物質を検出した。また、壺

胴部内面には、朱色の微砂粒状物質

が看取された。土壌については、 リ

ン酸カルシュウム、脂肪酸分析を行

い、朱色砂粒状物質についても化学

分析をおこなった。詳細は第 4章自

然科学分析結果を参照されたい。

第14図  4号 土 壊 墓

|

EPA′

第15図  4号土境墓完掘平面図
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第16図 壺 相 董

|
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第17図 壺 棺 壺

-21-



＼

＼

　

　

　

―

ヽ

　

＼

、

中

第18図  4号土壌墓出土壺棺
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第 3章 遺 構 外 遺 物

金の尾遺跡 5次調査においては、遺構に伴わない遺物が比較的多く出土した。その大部分は、調査区西側のA

～Cグ リット1～ 6か らである。

1 遺構外遺物 縄文土器  (第 19図 )

主に調査区南側より出土した。大部分が中期層利式の上器と思われる。

1、 4、 12は逆ハ字に沈線文。 2は無節縄文、 5は薄手で縄文、 7は工字文先端が渦巻き状となる。10は皿形土

器。

2 遺構外遺物 土師器  (第20～ 22図、図版 12.13)

1は土師器郭で、日径10 6cm、 器高4 5cm、 底径 5 cmを測る。胎土はキメ細かく長石を少量含む。色調は茶褐色

を呈し、焼成は良好。内面に放射状暗文が施され、外面体部に対をなす形で「平」の墨書が逆位で書かれている。

底部静止糸きり痕有り。 9世 紀末 B-3グ リット
2は土師器郭で、推定回径10 6cm、 器高3.8cm、 推定底径 5 cmを測る。キメ細かく緻密。色調は外面茶褐色、内

面淡灰茶色を呈す。焼成は良好で口辺部は横ナデ仕上げ、外面体部下半は斜めヘラ削りが施される。 9世紀末
A-2グ リット

3は土師器郭で、日径10.8cm、 器高4.2cm、 底径 5 cmを測る。キメ細かいが若干砂粒子が目立つ。赤色粒子を少

量含む。色調は外面茶褐色、内面淡茶褐色で焼成良好。内面放射状暗文、日辺部横ナデ仕上げ、外面体部下半に

斜めヘラ削りが認められる。 9世紀末 A-2グ リット
4は土師器界で、日径1lcm、 器高4.7cm、 底径5.5cmを 測る。キメ細かく緻密で、色調は茶褐色を呈す。焼成は

良好で、内面に薄く放射状暗文、口辺部横ナデ仕上げ、外面体部下半に斜めヘラ削りが認められる。底部糸きり

後、調整によるヘラ削りが認められる。 9世紀末 A-3グ リット
5は土師器郭で、推定回径11.2cm、 器高4 2cm、 底径5,4cmを 測る。キメ細かく緻密で、赤色粒子を少量含む。

色調は茶褐色を呈す。焼成は良好で、内面に放射状暗文、体部下半まで横ナデ仕上げ後、外面口辺部より体部下

方までヘラ削り。底部糸きり後調整によるヘラ削り有り。 9世紀末 A-4グ リット
6は土師器郭で、日径10.4clll、 器高3.9cm、 底径5 1cmを 測る。キメ細かく緻密で、赤色粒子を多く含む。色調

は茶褐色を呈す。焼成は良好で、内面に放射状暗文、横ナデ仕上げ、外面体部下半にヘラ削り。口縁部内面に灯

明煤有り。底部は糸切り後調整によるヘラ削り。 9世紀末 A-4グ リット
7は土師器皿で、日径14cm、 器高2 8cm、 底径5,7cmを 測る。キメ細かく、焼成は良好。色調は明茶褐色で、内

面に渦巻き状暗文、内面体部から口辺部にかけて凹段有り。外面下半部にロクロ回転による帯状ヘラ削り有り。

10世紀初頭

8は土師器皿で、推定口径13.6cm、 器高2 85cm、 推定底径 5 cmを測る。キメやや粗く、焼成は良好である。色

調は暗茶褐色を呈し、内面に渦巻き状と思われる暗文有り。口辺部は横ナデによる仕上げが施される。 10世紀

初頭 A-4グ リット

9は土師器壺回縁である。推定回径14.8cmで キメ細かく緻密で、焼成良好である。色調は茶褐色 (一部暗茶褐

色)を呈 し、内面体部に横方向のクシロ有り。 B-3グ リット
10は土師器郭で、推定回径1lcm、 器高 4 cm、 底径5。 lcmを測る。キメ細かく、焼成は良好。色調は茶褐色を呈

し、内面に渦巻き状暗文、横ナデ仕上げで外面体部下半に斜めヘラ削り。底部糸切り後、調整によるヘラ削り。

9世紀末 B-4グ リット
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11は土師器皿で、推定口径13.8cm、 器高2,7cm、 推定底径4.6cmを 測る。キメ細かく焼成は良好。色調は茶褐色、

外面は何 らかの液体の付着が見 られ、焦茶褐色を呈す。横ナデ仕上げ、内面渦巻き状暗文有 り。 10世 紀初頭

B-5グ リット

12は土師器郭で、推定回径11.8cm、 器高4.3cm、 推定底径5.6cmで ある。キメやや細かく小石、長石を少量含む。

焼成は良好、色調は淡茶褐色を呈す。 10世紀代 B-6グ リット

13は土師器郭で、口径12.6cm、 器高4 5cm、 底径5 4cmを測る。キメ粗 く小石、長石を含む。焼成 は良好で色調

は外面淡茶褐色、内面黒色を呈す。内黒土器で、内面放射状暗文、ナデ仕上げ、底部糸切りで「TJの 墨書有り。

9世紀末 B-4グ リット

14は土師器皿で、回径 12.5cm、 器高2.85cm、 底径 5 cmを測る。キメ細かく、赤色粒子を含む。焼成 は良好で、

色調は明茶褐色を呈す。内面に渦巻き状と思われる暗文が施され、ナデ仕上げで、外面下半にロクロ回転による

帯状ヘラ削り有 り。外面体部に正位で「人」の墨書有 り。 10世紀代 B-6グ リット

15は土師器皿で、日径 13.lcm、 器高2 7cm、 底径 4 cmを測る。キメはやや粗 く、長石を多く含む。焼成良好で、

色調は暗茶褐色を呈す。内面にかすかに渦巻き状暗文が看取され、ナデ仕上げで、外面下半部に帯状にヘラ削 り

が見 られる。

16は土師器耳状皿である。器高1.7cmで キメ細か く、赤色粒子を多く含む。焼成は良好で色調は黄褐色を呈す。

平安時代 B-6グ リット

17は土師器堺で、推定回径 16 2cm、 器高5 7cm、 推定底径6 4cmで ある。キメ細かく小石を少量含む。焼成は良

好で、色調は内面黒色、外面淡茶褐色を呈す。内黒土器で、内面に放射状暗文が見 られる。 B-6グ リット

18は縄文の深鉢型土器底部で、底径11.3cmを 測る。キメ粗 く、小石、長石、石英を多く含む。内面茶褐色、外

面暗灰色を呈 し、底部に網代痕有 り。 B-6グ リット

19は土師器小型甕で、推定回径14.8cmで ある。キメ粗 く、長石、石英を含む。焼成は良で、色調 は焦茶色を呈

す。内面体部に横方向のハケロ、外面体部に縦方向のハケロ有り。 B-6グ リット

20は土師器の第型土器で、推定回径12cmを 測る。キメ細かく緻密で焼成は良好。色調は茶褐色を呈 し、外面体

部に斜めクシロ、内面ヘラ磨き有 り。 G-6グ リット

21は土師器郭で、口径10 1cm、 器高4.15cm、 底径5 5cmを測る。キメ細かく緻密で、焼成は良好である。色調は

茶褐色を呈し、内面に放射状暗文、ナデ仕上げで外面下半部に斜めヘラ削りが施される。底部に「 汽」の墨書有

り。底部静止糸切りで、ロクロ回転方向は右。 9世紀末 H-9グ リット
22は土師器郭で、日径13.6cm、 器高4,lcm、 底径5.2cmを測る。キメやや粗く、焼成は良好である。色調は茶褐

色を呈し、内面に放射状暗文が施され、日辺部ナデ仕上げである。 H-9グ リット
23は土師器鉢で、日径16cm、 器高 6 cm、 底径 8 cmを測る。キメやや粗く焼成は良好で、色調は茶褐色を呈す。

底部に削り出し高台有り。10世紀前半 H-9グ リット
24は土師器鉢で、色調は茶褐色を呈し、内面に放射状暗文が施され、日縁部に一部灯明煤の痕跡が看取される。

底部に削り出し高台有り。 H-9グ リット

3 遺構外遺物 石器 。土製品 (第 22図、図版 14)
25は打製石斧である。材質は片岩で重さ354g 縄文時代 A-3グ リット
26は土製品。長径3 4cm、 短径3 1cm、 厚さ 2 cmを測る。遺物表面中央部に「○」印が 5個、その周囲に「×」

印を 5個巡らす文様が施される。この反対面には文様がないため、文様がある方を表、無い方を裏と表記する。

色調は表面が茶褐色、裏面が焦茶色を呈す。遺物中央に穿孔を持つ。裏面が一部剥離している。 曽利式期
A-1グ リット
27は石鏃。チャート製 無茎鏃   H-9グ リット
28は石鏃。黒曜石製 無茎鏃 ・H-7グ リット
29は土製紡錘草。長径3.2cm、 短径 3 cm、 厚さ0.6cmを測る。キメ細かく、焼成はやや不良。色調は明茶褐色を

呈 し、中央部に穿孔を持つ。 A-1グ リット

-24-



||

||

／
／ ６

P   l    Fen

//

９

日
呵
‐―

＼

ヽ

汚

　

ヽ

＼

ヽ

↑
一

10

/  /

12

第19図 遺構外遺物 I・縄文上器

-25-



/ ~｀ ＼

第20図 遺構外遺物Ⅱ・土師器
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第21図 遣構外遺物Ⅲ・土師器
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第 4章 壺棺内土壌自然科学分析結果
パリノ・ サーブェイ株式会社

は じめに

金の尾遺跡は、縄文時代後期・弥生時代前期 。古墳時代前期 。平安時代中・ 後期の住居が確認され、特に弥生

時代の集落は山梨県でも最大規模である。第 5次調査では、弥生時代末期の壺棺が出土した。壺棺内からは骨片

と考え られる遺物が出土しているが、人骨か否かは不明である。また土壌および周囲の土壌試料について、脂肪

酸分析およびリン・ カルシウム分析を行い、遺体埋納の可能性を検討する。また、三棺内面から出土 した朱色の

砂粒状物質について、X線回折分析を行い、その材質を明らかにする。

1.壷棺の出土状態および試料

壺棺が設置されている土壊の規模は、東西・南北ともに150cm、 深さ約56cmで あり、黒褐色土により覆われて

いる。壺棺は、高さ約47cm、 日径21cm、 体部最大径約45cmで、蓋によって密閉された状態で出土している。蓋は

欠損した壺もしくは甕の底部を転用している。壺内には土壌が約 7 cm堆積している。土壌試料は、壺内に堆積土

壌を上 。中・下層に均等割りして採取された 3点 と、対称試料として壺棺外側より採取された 3点である。また、

重棺内面から出土した朱色の砂粒状物質は別途採取されている。

2.埋納物の検討
2-1. リン・ カルシウム分析

(1)試料

試料は、壷棺内および周囲から採取された土壌試料 6点である。各試料の詳細は、分析結果と共に第 1表に記

した。

(2)方法

土壌標準分析・測定法委員会編 (1986)、 土壌養分測定法委員会編 (1981)、 京都大学農学部農芸化学教室編

(1957)な どを参考に以下に示す操作行程で行った。

試料を風乾後、軽 く粉砕 して2.Ommの舗を通過させる (風乾細土試料 )。 風乾細土試料の水分を加熱減量法 (105

℃、 5時間)に より測定する。風乾細土試料200gを ケルダールフラスコに秤とり、はじめに硝酸 (HN03)5m″

を加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸 (HCI04)10mゼ を加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、蒸留水で

1001n2に定容 して、ろ過する。今回は、 リン含量をリン酸 (P205)濃 度として測定する。ろ液の一定量 を試験管

に採取 し、 リン酸発色液を加えて分光光度計によリリン酸濃度を測定する。別に、ろ液の一定量を試験管に採取

し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によリカルシウム (CaO)濃度を測定する。これら測定値 と加熱減

量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸合量 (P205mg/g)と カルシウム含量 (CaOng/g)を求める。

(3)結果

リン・ カルシウム分析結果を第 1表に示す。 リン酸・ カルシ

ゥム含量とも、壺棺内部で最も高い値が得られた。壺棺内では、

上層が最も高い値が得られている。

一方、こ棺の外部で採取された土壌試料では、外側の上器片

付近から採取された試料で内部の分析値に近い値が得 られてい

る。

こ棺の外部で採取された土壌試料の分析値は、壺棺から離れ

るにしたがい低 くなる。

第 1表 壺棺土壌のリン・カルシウム分析結果表

試料採取位置 リン酸   カルシウム
P205mg/g  CaOng/g

壺棺上層

壺棺中層

壺棺下層

壺棺外側土器片付近

壺棺底部

壺底面

3.93

3.32

3.75

2.94

2.09

180

534

4.84

4.94

4.75

3.93

3.97
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2-2.脂 質分析

(1)試料

試料は、壺棺内および壺棺底部から採取された土壌試料 4点である。

(2)方法

定法 (坂井ほか、1996)に基づき、 1)脂質の抽出、 2)ク ロマ トグラフィイでの測定、 3)測定データーの

解析を行う。

(3)結果

結果を第 2表に示す。脂肪酸組成では、分析を実施 した全試料で C16:0パ ルミチン酸、 C18:0ス テアリン酸、

C20:0ア ラキジン酸、 C2210ベ ヘン酸、C24:0リ グノセリン酸の比率が目立つ。ステロール組成では、壺棺内土

壌では植物性ステロール (カ ンペステロール、ステイグマステロール、シトステロール)、 壺棺底部試料で動物

性ステロール (コ レステロール)が検出される。

2-3.考 察

分析の結果、重棺内部の土壌試料でリン酸・ カルシウム含量とも最 も高い値が得 られた。壺棺内部のリン酸含

量は、現耕土等の分析結果から推定される天然賦存量 (B owen,1983;、 B01t・ B ruggenwert,1980;川崎ほ

か,1991,天野ほか,1991)と 比較 しても高い値である。これらの点から、壺棺内ではリン酸・カルシウムの富

化が指摘できる。骨片と考えられる遺物が検出されていることを考慮すれば、何 らかの動物質により富化 してい

る可能性が高い。

一方、脂質分析の結果では、壷棺内土壌 (上層・中層。下層)で は、脂肪酸組成で比率の目立ったアラキジン酸、
ベヘン酸、 リグノセリン酸は哺乳類の脳、神経、臓器に多く分布する高級脂防酸であるが、ステロール組成では

動物性ステロールが認められないことから、動物遺体の埋設を積極的に支持することはできない。これに対して、

壺棺底部では上記の脂肪酸と動物性ステロールの比率が高く、動物遺体が埋設されていることが推定される。

以上のように、 リン・ カルシウム分析では壺棺内への遺体の埋設、脂肪酸分析では壺棺底部への遺体埋設の可

能性が考えられる。このような結果は本遺構の性格を捉える上で興味深い結果となっており、当時の遺体の埋設

の仕方などを反映している可能性がある。

なお、こ棺外側の土壌試料の リン酸・ カルシウム含量は、壺棺に近い試料ほど高い。これは、周溝墓主体部の

リン酸含量が埋葬位置で最も高 く、埋葬位置から離れるにしたがって規則的にリン酸含量が減少する傾向 (竹迫

ら,1980)と よく似ている。これらのことから、地下水などにより壷棺内の成分の一部が壷棺の外側にも流出 し

ている可能性もある。また、壺棺内土壌で高比率を示 した高級脂肪酸の種類のうち、 リグノセリン酸は現存する

動物脂のデータで今回のように高比率を示すものは認められず、今後のデータ蓄積を待って再評価 したいと考え

る。

3。 X線回折分析による朱色物質の材質同定

(1)試料

壺棺内中層土壌に混在する朱色を呈する砂粒状物質である。

(2)分析方法

朱色の砂粒状物質をメノウ乳鉢で微粉砕 (200メ ッシュ以下)した。これをスライドガラスに充填 し、図 2に

示した条件でX線回折の測定を実施した (足立,1980,日 本粘土学会,1987)。 物質の同定。解析は、測定回折線

の主要ピークと回折角度から原子面間隔および相対強度を計算し、それに該当する化合物または鉱物をX線粉末

回折線総合解析プログラム (五十嵐,未公表)により検索した。

(3)結果

試料のX線回折図と検出鉱物を第 3表に示す。試料中に石英 (quartz)、 斜長石 (plagioclase)、 クリス トバラ
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イト (cristobalite)、 炭酸塩鉱物が検出される。また、回折線のベースが20-45° (2θ )に かけて非晶質な酸

化鉄化合物が確認できる。これらのうち、褐色～赤色を呈する鉱物は、酸化鉄化合物である。

(4)考察

赤色顔料は、古くから用いられており、各地で出土例が報告されている。遺跡から出土する赤色顔料には、朱

(辰砂)と酸化鉄化合物 (ベ ンガラ)がある。特にベンガラの出土例は多く、土器・木器など身近な様々な製品

に塗布されている。

今回の試料は、土壌中に小さな塊として含まれており、色は肉眼で橙に近い。この状況と分析結果を考慮する

と、赤色物質は酸化鉄化合物ではあるが、いわゆるベンガラのように精製されたものではない。酸化鉄化合物は、

水溜まりなどで鉄分に富んだ沈殿物として普通に見られる。これらの沈殿物は、鉄バクテリアの活動により形成

され、遺跡から出上 した赤色顔料の中にも沈殿物を原料としているものがある (岡田,1997;降幡。沢田,1997)。

リン・カルシウム分析の結果では、成分が流出している可能性が指摘されている。このことを考慮すると、赤色

物質は水などの影響で二次的に沈着した鉄化合物の可能性がある。

(引用文献〉

足立吟也 (1980)「 6章 粉末X線回折法 機器分析のてびき 3」.p.64-76,化 学同人.
天野洋司・太田 健・草場 敬・中井 信 (1991)中部日本以北の土壌型別蓄積 リンの形態別計量.
「土壌蓄積 リンの再生循環利用技術の開発」,p.28-36.農林水産省農林水産技術会議事務局

B owen,H.J.M。 (1983)環境無機化学 ―元素の循環と生化学―.浅見輝男・茅野充男訳,297pゥ
博友社 [B owen,H.」 .M。 (1979)βコ万rοヵ阿94ιガ σ朗 たbr/ οF β′9/m伽ん].
B olt,GH・ B ruggenwert,M.Go M。 (1980)土壌の化学.岩田進午 。三輪香太郎 。井上隆弘・

陽 捷行訳,309p.,学会出版センター [B Olt,G.H.and B ruggenwert,M.G.M.(1976)
∂aし  θttzЪttGttP r], p235-236

日本粘土学会編 (1987)「粘土ハンドブック 第二版」.1289p.,技 報堂出版.
土壌標準分析・測定法委員会編 (1986)土壌標準分析・測定法,354p.,博友社.

土壌養分測定法委員会編 (1981)土壌養分分析法.440p.,養賢堂 .

藤貫 正 (1979)カ ルシウム.地質調査所化学分析法,52:57-61,地質調査所.
川崎 弘・吉田 澪・井上恒久 (1991)九州地域の土壌型別蓄積 リンの形態別計量 農林水産省
農林水産技術会議事務局編「土壌蓄積 リンの再生循環利用技術の開発」,149p.:p.23-27.

京都大学農学部農芸化学教室編 (1957)農芸化学実験書 第 1巻。41lp.,産業図書.
農林省農林水産技術会議事務局監修 (1967)新版標準土色帖.

岡田文男 (1997)パ イプ状ベンガラ粒子の復元,日本文化財科学会第14回大会研究発表要旨集,p.38-39.

降幡順子・沢田正昭 (1997)酸化鉄系赤色顔料の基礎的研究.日本文化財科学会第14回大会研究発表要旨集

p.76-77.
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坂井良輔・小林正史 。藤田邦雄 (1996)灯明皿の脂質分析.富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告第 7集
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第 5章 総

l はじめに

金の尾遺跡は、山梨県における弥生時代遺跡としては最大規模を誇るものとして知られている。しかし、今回

の 5次調査によって得られた結果は平安時代を中心とするものであった。

既に6次にわたつて行なわれた調査結果も踏まえてまとめることとする。

2 縄文時代

縄文時代の遺構は発見されなかったが、遺物については若子の資料を得た。その大部分が調査区南側からの出

土で、中期中葉から末の曽利V式の土器である。また 1点工字文の先端が渦巻き状になった晩期の箆書文の上器

が出土している。

曽利V式土器と供伴して出土したのが遺構外遺物の26と して報告した土製品である。形状などからペンダント

など装飾品として用いられた可能性が考えられよう。

金の尾遺跡において明確に縄文の遺構が発見されたのは 1、 3次調査である。いずれも遺跡範囲の南側での調

査で、前期末の十三菩提式期や中期中葉勝坂式期の住居、土坑が調査され、また、曽利Vや加曽利 EⅣ式土器が

遺構外遺物として出土している。土器出土地点は殆どが調査区南側の自然落ち込み部分より出上 しており、 5次

調査結果は遺跡全体の様相に比例するものである。

3 弥生時代

今回の出土遺物の中でもっとも注目を集めたのが、調査区北側の 4号土壊墓より出土した壺棺である。壺器高

46.8cm、 蓋を被せた状態では50.8cmを 測る大型のものである。弥生時代前期から全国的に見られる甕・壺棺と同

類のものと考えられる。本県における弥生時代の壼棺を伴う土墳墓としては、北巨摩郡明野村の下大内遺跡、甲

府市朝気にある朝気遺跡、東八代郡中道町に所在する上の平遺跡の例が報告されている。

下大内遺跡では、長径124cm、 短径101cm、 深さ44cmの上墳より器高78 4cmの 広口重が立位の状態で出土 してい

る。日縁について、残存は少ないが一部出土をしている。壺内面の底部付近において焼土が認められ、また、少

数ではあるが、 2個体分の土器片が重棺を覆う状態で出土している。弥生時代前期末から中期と位置づけられる。

朝気遺跡からは第 5次調査によって長径約90cm、 短径約70cm、 深さ約25cmの上壊から口縁を欠いた二つの壷が欠

いた部分を合わせた状態で横位に出土し、棺内部からはガラス玉 4個が発見されている。また、上の平遺跡から

は81号方形周溝墓南側溝より壺棺が横位の状態で出土している。 1つ は回縁を欠いたこで、この欠いた部分とこ

れにもう1つ のこの回縁部が重なる合わせ口重棺である。両壼棺とも弥生時代末として報告されている。

弥生時代における埋葬法、特に棺を伴う形態には大きく複棺型壺棺再葬墓と単棺型壺棺再葬墓の 2つ に大別さ

れ、本遺跡の土壊墓は後者に該当する。中部高地では、弥生時代前期条痕文系土器の分布に伴い複、単の再葬墓

が認められる。山梨県においては、出土事例が希少なためはっきりとしたことは今後の課題となるが、現在まで

のところ棺墓としては下大内遺跡の条痕文壺形棺を伴う第225号土媛がもっとも古てと考えられよう。また、朝

気遺跡や金の尾遺跡のように後期から末にかけての棺の形態には口縁を焼物によつて覆うという蓋の役割が認め

られる。蓋付きについては縄文晩期に西日本で認められ、東日本でも弥生前期には定着したと考えられている。

下大内遺跡とほぼ同時期と考えられる埼玉県東松山市の大西遺跡からも条痕文の壺に浅鉢を被せた状態の壺棺が

出土 している。本県における転用蓋等の出土例が後期以降に見られるのはたんなる調査件数の少なさなからくる

傾向なのか、蓋付壺棺再葬墓の成立、定着の時間的差異によるものなのか今後の課題となる。
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金の尾遺跡の棺は、本県で明確に棺と考えられるものとしては 4例 目の出土となるが壺に蓋を付けた形のもの

は初例である。壺本体の口径が21cm、 器高が50cm弱 であることから成人の遺骸をそのまま埋納することは難しく、

乳児もしくは幼児の埋納が考えられる。 しかし、一旦遺骸を腐食させ埋納するといった再葬方法をとった場合は

成人でも十分に納棺が可能であろう。

金の尾遺跡では、弥生時代後期の方形周溝墓が26基発見されている。今回の 4号土媛墓の年代は土器などから

弥生末と思われる。このことは方形周溝墓による埋葬方法が行われていた以後に壺棺を用いた土墳墓による埋葬

方法が行われたことになり、棺墓から周溝墓へと移った東日本に一般的にみられる埋葬方法からは異なる事例で

ある。方形周溝墓前後の墓形態については不明な点が多 く、今回得 られた資料は同時期の埋葬方法を研究するう

えで貴重な提示となった。

また、周辺では弥生末の遺構が土装墓以外確認されておらず、墓域圏と居住圏の区別が存在 したのか、さらに

調査研究が必要である。

4 平安時代
金の尾遺跡においてこの時期の遺構は初例である。 1、 2号住居出土遺物は共に甲斐型土器編年のX期に該当

し、 3号住居出土遺物はⅨ期である。 1、 3号住居は隣接 しているが、 3号住居が 1号より先行するかたちで存

在していたことになる。また、遺構外遺物中、郭は9世紀後半、甲斐型編年のⅧ期に位置するものが多く見られ、

内黒土器については10世紀第 2、 3四半期のX、 �期に該当するものであった。

出土遺物から、金の尾遺跡 5次では3区分される。その第 1は遺構外遺物で、大部分が 9世紀第 4四半期のⅧ

期。第 2は 3号住居で、10世紀第 1四半期のⅨ期。第 3は 1、 2号住居で10世紀第 2四半期のX期である。本調

査区では、 9世紀末から10世紀第 2四半期まで細々ではあるが時間差なく、継続的に生活が営まれていたと考え

れられる。

また、 9世紀末の遺構に伴わない遺物であるが、平成 7年に調査を行なった敷島町松ノ尾遺跡においてもこの

時期に該当する郭が集中的に遺構外から出土している。今回も調査区西側においてまとまって出土 しており、共

通性がある。この時期に郭を用いた何らかの行事が屋外において行なわれていた可能性が高く、今後の研究課題

となる。

敷島町においては、南部荒川右岸の松ノ尾遺跡の調査によって10世紀後半から12世紀初頭にかけての大集落が

存在したことが判明している。また、御岳田遺跡においても11世紀代の住居が調査され、平安時代は比較的安定

した土地であったことが判明している。今回の調査結果によって、町最南端の低地においても9世紀末から10世

紀中ごろまでの資料が得られ、平安前期以降広範囲にわたって生活が営まれていたことが確認された。律令体制

から荘園制への移行期でもあり今後、盆地北西部における政治・経済・文化を解明する上で貴重な資料となる。

最後に、金の尾に安住の地を求め、永遠の眠りについた古代人を今回の発掘によって調査の対象とし、1700有

余年の歳月が過ぎた今日、平成に生きる私達と対面をした。古代を解明する上でさまざまな情報を与えてくれた

古代人に対し、哀心より感謝をいたし、御冥福をお祈りする。

合 掌

(註 1)墨書された文字については、判読不明であったが、現在行われている山梨県史編纂事業の古代部会文字

史料調査の際、平川南氏よりご教示があった。

(引用・参考文献〉

中山誠二  1987 『上の平遺跡』 山梨県教育委員会

甲府市史編纂委員会編 1988  「朝気遺跡」『甲府市史史料編第 1巻原始、古代、中世』

鈴木孝之他 1991『代正寺 。大西 大西遺跡』(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団

設楽博巳  1994 「壺棺再葬墓の起源と展開」『考古学雑誌』79巻 4号

佐野 隆  1997 『下大内遺跡・屋敷添第 2遺跡 。中原遺跡』 明野村教育委員会
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図版 1

図版 2

1号住居跡全景 (西より)

1号住居跡出土遺物



図版 3

図版 4

2号住居跡全景 (南より)

2号住居跡出土遺物



図版 5

図版 6

3号住居跡全景 (東より)

3号住居跡出土遺物
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1～ 3号土坑全景

1号土坑 (西より)

2号土坑 (東より)
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3号土坑 (北より)



図版 8

4号土境墓壺槽

出土状況
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図版 9

図版 10

壺 槽 蓋

壺 棺 壷



図版 11

4号上境墓全景

4号土境墓全景 (西より)

土墳墓底部詰石状況 (西より)

上嬢墓完掘全景 (南より)
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図版13 遺構外出土遺物・土師器

⑩



図版14 遺構外出土遺物・石器、土製品



図版 15

線刻・

墨書土器

朝勘珊ＮＯ‐

「)キ」

○

「ヨ置」

「ヨ晨」

③

「日『」

⑤

遺構外

遺物

土師器

N014

「ノ(」

〇

「ヨF」

③

「日「」

②

遺構外

遺物

土師器

N021

与
I(」

①

F-10
グリット

ー括

「日「」

⑩



報 告 書 抄 録

ふ り が な かねのおいせき

圭 名 金の尾遺跡 V

副  書  名

巻 次

シ リ ー ズ 名 敷島町文化財調査報告書

シ リー ズ番 号 6

編 著 者 名 大 蔦 正 之

編 集 機 関 敷島町教育委員会

所  在  地 〒400-01 山梨県中巨摩郡敷島町島上条1020

発 行 年 月 日 平成 9年 (1997)3月 31日

ふ り が な

所 収 遺 跡 名 所 在 地

コ ー ド 】ヒ糸革 東経

調査期間 調査面積
nf

調査原因

市町村 遺跡番号 度分秒 度分秒

か ね の お い せ き

金 の 尾 遺 跡

山梨県

中巨摩郡

敷島町大下条

475-1外

193828 6

５

　

　

９

　

　

８

138

30

7

平成8年

8月 8日～

平成8年

11月 30日

2,200

町営泉尻団地

建設工事に伴
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金 の 尾 遺 跡 集落跡
弥生時代

平安時代

住居跡 3
土 坑 3

土墳墓 1

土師器

郭・皿

重

弥生時代末の壷棺が出土。
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